
  

は じ め に 

 

 

わが国では急速に高齢化が進んでおり、令和２２（２０４０）年には高齢者人口が

ピークを迎えると予想されています。 

本町においては国の傾向よりも早く高齢化の伸展がみられ、高齢者人口は平成３０

年をピークに既に減少し始めており、今後は総人口・現役世代人口の減少も進むこと

から高齢化率はさらに上昇していくと見込まれています。 

こうした超少子高齢化・人口減少社会では単身世帯の増加や世帯規模の縮小が進み、

認知症高齢者や医療・介護を必要とする人が増える中、支え手・担い手となる人材は

不足していくものと予想されます。 

また、地域や家族・親族等の関係性によるつきあいの希薄化等、人々の交流に対す

る意識も変化していくと予想されていますが、コロナ禍となったこの数年の間に人と

の接触を減らすことが求められ、人とのつながりの希薄化はより問題が深刻化したの

ではないかと懸念しています。 

高齢者の在宅生活を取り巻く環境においては８０５０問題や老々介護等、従来の制

度の狭間に落ち込んでしまうような新たな課題にも直面しています。 

こうした時代の変化や多様化・複雑化した課題に対応するためにはより一層、個々

の状況に応じた支援が求められています。 

 

本計画では「健康で安心に暮らせるまちづくり」を基本理念として掲げ、高齢者が

地域の支え手として活躍できる環境や生きがいを持って社会参加できる仕組みづくり

を行うと共に医療、介護、介護予防、住まい及び自立した日常生活の支援が包括的に

確保される体制（地域包括ケアシステム）の構築を図り、すべての人が地域、暮らし、

生きがいを共に創り、高め合う地域共生社会の実現を目指してまいります。 

 

最後に、本計画の策定にあたり、ご審議いただきました置戸町介護保険事業計画策

定等委員会の委員の皆様をはじめ、貴重なご意見やご提言を寄せていただいた皆様に

心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 令和６年３月 

 

置戸町長  深 川 正 美 
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